
令和７年度　学校評価報告書

【評価】A：概ね達成できている。　B：達成できていない箇所については、改善策を検討している 　C：大幅な改善が必要である。

教育目標 分掌等 重点目標・目標達成のための施策 評価 現状 評価の理由
改善すべき点

（継続すること）
具体的な改善策

（主導的に動くこと）
令和８年度末の到達目標 評価 委員からの意見

業務整理や見直しを行い、またアサーティブなコミュニケーションで
意義ややりがいを持って仕事ができるように働き方改革を推進する。 A

他者の育成を通して、自己のスキルアップを図ることができる職場作
りを行う。 B

地域や大学等と連携して探究学習の深化と授業力の向上に取り組
む。 A

第２期矢上高校将来ビジョン、矢上高校グランドデザインに基づいた
学校の魅力化・特色化を進める。 B

１．学校行事や諸会議を円滑に運営し、学校の活性化につなげる。 A

２．情報発信を促進し、校内の連携や外部との関わりを強化する。 A

家庭学習平均１２０分を実現する。 B

評価指標を作成し評価の工夫をする。 B

ルール、マナーを守った基本的生活習慣を確立する。 B

自他を尊重し、他者と協働して明るく元気な学校づくりをする。 A

3年間を見通した計画的な指導を行い、進路目標を主体的に設定で
きるよう支援する。 A

一人一人の希望に即したきめ細かく粘り強い指導を行い、進路目標
を実現できるよう支援する。 A

生徒の心身の健康状態を把握し、校内や外部機関と連携をしながら
生徒の支援にあたる。 A

清掃や安全点検をとおし、快適で安全な教育環境の実現に努める。 A

自律した生活習慣を確立させる。 B

規則を守り、協働する寮生活を送れる態度を育成する。 B

専門学習の深化を図ることで資格取得の推進を図る。 B

課題研究の充実させることで、各コースにおける特色のある教育活
動を実践する。 B

自律的な学習態度を育成し、基礎学力および学習習慣の定着を図
る。 B

目標の「家庭学習１２０分」に対して多くの生徒が達成で

きていない。

１週間の学習時間が８時間程度であり，１日１時間程度しか学習できていな

いから。

Classiには入力されているがこの結果を還元

できていなかったので，定期的に学習状況を

生徒に還元していく。また，教科主任会で進路

指導部から提案のあった内容について協力す

教科主任会で進路指導部から提案のあったことにつ

いて学年末試験後から実施する。

家庭学習１日１２０分以上を達成する。

人権尊重と相互理解の態度を育成する。 B
一部の生徒について気になる発言や行動がみられる。 資質保障に関する質問に対して「そう思う」と答えた生徒の割合が低いか

ら。

他者の気持ちを考えて行動できるように指導

する。

気になる発言や言動が見られたらその場で指導する。

また，保護者と連絡を取り行動の改善に努める。

生徒間でのトラブルをなくす。

1. 主体的な学習態度の下地としての自主的な学習習慣の定着 A

2. 主体的に社会に関わる態度の涵養 B

人権尊重の精神と態度の育成を支援する B

自主的な学習態度の確立を支援する A

①県費会計、県費外会計を問わず、限られた予算の中で、経費の節
減を図り、効率的な予算執行に努める。 B

②予算執行以外の幅広い事務部業務を執行するにあたり、教職員
間の連携を密にし、安心安全も含めた、生徒・教職員の教育環境の
整備に努める。

A

島根県立矢上高等学校
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・休みの取りやすい環境にはなりつつあるが、個人的には

業務の偏りが解消されていない。

・報連相が不十分な箇所がある。分掌や学年部、科の連

携は進んではいるが、まだ十分ではない。

・前年度踏襲の行事や業務が多い。

・一部の教員の業務時間が長い。

・部活動外部指導者制度についての理解が進んでいない。

・学校目標の重点化。

・報連相の徹底。

・行事の精選。

・校内組織の改革。

・部活動の在り方について、保護者や外部指

導者に理解を求める。

・職員朝礼、運営委員会、職員会議、チャット、メールな

ど適切な方法で各部と教職員全体への連絡を徹底す

る。また、連絡体制を構築し、周知する。

・分掌の組み直し、人数等の見直し。

・各分掌、学年部、科全体で行事・業務を見直し、削減

する。

教務

①「家庭学習時間平均１２０分」はあまり達成されていな

いとの回答が79.2%、②「評価の工夫」は改善が必要と

の回答が41.7%でどちらも来年度の課題が残った。

①については、生徒は、試験前は学習するが、そうでない日はしない傾向が

あり、また、日々の課題が学年・クラスによってばらつきがあると考える。②に

ついては、教科主任会等で議論することなく、全体での共有をすることがで

きなかった。

①は、引き続き、学習時間調査をClassi を利

用して集計する。また、進路指導部と連携し、

日々の課題について３月から実施する予定で

ある。それを踏まえ学習するという環境の設定

をはかりたい。②は、教科主任会で議論し、全

体への共有をはかりたい。

・学校の最重要課題については、学校評価４。

・業務削減、働き方改革が進んだと感じる教職員

の割合８０％。
A

一部の先生に業務が偏らないよう業務の見直しを適宜行ってほしい。

地域、保護者への説明を丁寧に行ってほしい。

〇教養と技能を

身に付け、目標に

向かって主体的

かつ誠実に行動

する人を育てる

魅力化推
進センター

探究の時間に地域の方、大学生に協力してもらい活動で

きた。

入学定員の安定的充足が減少傾向

地域との連携は高水準を維持

計画通りに活動できた。

入学定員が満たされてはいないが、学校の魅力化・特色化は進められてい

る。

引き続き探究の時間に協力をいただく。

第3期ビジョンの完成を目指し、生徒募集の

戦略を立てる。

探究の授業だけでなく課外活動においても協力いた

だけるよう計画をしていく。

第3期ビジョンに基づき生徒募集の戦略をたてる。

年度初めに全教職員に共有する場を設ける。

探究の時間での協力をしていただき、課外活動

での協力もしていただく。

魅力化についての情報共有の時間を儲ける。

入学定員に近づける。 A

地域や大学と連携した取り組みは評価できる。

入学者減少は地域住民、保護者にとって不安である。矢上高校だからこそでき

ることに焦点をあて、魅力を伝える方法をしっかり考えてほしい。

総務

①学校行事・諸会議について

　概ねよい評価

　※行事の精選や時期の検討は必要

  ※保護者からリモート参加の要望あり

②情報発信の促進について

　概ねよい評価　※保護者にはリモート配信も検討する（行

事等への参加）

①・早めの案内・資料提示を心がけた

　・校内での協力体制が作れた（資料データ提出・行事の準備と片付け 等）

②・総務だけでなく、魅力化から積極的な配信や写真データの蓄積の面で

協力いただけた

　・学校ポータルの刷新により、校内の情報伝達環境が改善された

　・「すぐーる」の活用で保護者への早めの情報発信を図ることができた

　・業務の精選、精査により、担当者の負担の改善が図れ、業務が円滑に行

えた

①・行事の早めの案内と保護者の参加手段

（リモート等）の検討

　・保護者の参加人数や参加機会を増やす

　②・タイムリーで内容の質を検討した情報発

信

　・生徒や保護者への行事予定等の配信の強

化

①他分掌とも連携し、参観日や行事等で保護者の来

校機会や手段を検討し、早めに積極的に案内する

②・引き続き、魅力化と連携を図りながら情報配信力

を向上させていく

・式典や特別時間割日の時程は、生徒ポータルを活用

して早めに配信する（保護者には３ヵ月予定を活用）

①保護者の参加数、参加機会の増加

②機会や質を充実させた発信

①・②ともに

・参加数状況の調査、振り返り（参加数５割）

・保護者と生徒、教職員による事後アンケートで

の評価（満足度７割以上） A

行事の工夫、情報発信の充実は大変良い。今後も行事などの情報は早めに連

絡調整をお願いしたい。

朝礼時にClassi を利用し、学習時調査を行う。全クラ

スへの日々の課題配布の継続。

家庭学習時間平均１２０分の実現。

B

時間の確保も大事ですが、中身の充実も大事だと思います。生徒が自ら学び

たくなる仕組みづくりをお願いしたい。

生徒指導

ほとんどの生徒がルールやマナーを守って生活している

が、ほんの一部の生徒が守れず、指導をしても直そうとせ

ずにいるのが現状である。ほんの一部でも守れない生徒

がいると学校全体が駄目、生徒指導部は何を指導してい

るのだという印象を持たれてしまう。実際に生徒指導部の

指導力がなかったのかもしれない。

保護者の理解を得られ協力して指導できる生徒もいるが、理解を得られな

い保護者がいるのも現実である。

保護者の理解も得ながら、根気強く指導して

いくしかない。

適正な処分内容で指導していく。

全教職員（管理職も含めて）で同じ目線で指導していく。 生徒心得を見直し、学年集会などで呼びかけて

いくことにより、周知徹底し、指導回数を減らす。

A

成人年齢の引き下げにより、高校卒業後は成人です。社会に出てkら大切にな

ること、改めて社会のルールや租税の話など、もっと聞く機会を増やしてもよい。

整理整頓や校内美化など、身近なことから徹底する必要あり。

進路指導

①計画的進路指導について

各学年ごとに適切な学習進路ガイダンスや模試・就公模

試を実施できた。

②進路実現について

生徒の学力と進路志望に応じた指導ができた。

①年間行事を把握し、必要な時期に合わせて行事を企画・運営できたため。

②3年生全員の進路志望を把握した上で、進路先及び入試制度に応じて適

切な人員配置をして指導できたため。

①保護者に進路指導により興味をもっていた

だくため各種ガイダンスに関する情報発信を

強化する。

②総合型選抜受験志望の生徒については受

験制度の趣旨を尊重して指導教員を原則配

置しない。その他は現行通り。

①各種ガイダンスの内容強化と精選。

②進路実現に必須の基礎学力を教務部と連携して、

平日及び週末課題、模試対策を手厚くして向上せさ

る。

①ガイダンスごとに参加者対象のアンケートを実

施し、70％以上の肯定的評価を得る。

②国公立大学合格者数20名以上。

A

各学年ごとの保護者向け説明会の機会を設けてほしい。

〇自他を尊重
し、他者と協働
して共に学び
高めあう人間

を育てる

保健

生徒の心身の健康状態を把握し、校内・校外機関と連携

しながら生徒の支援にあたることができたかは、達成され

たある程度達成されたの合計が９５．８％となった。清掃や

安全点検に関しては、先生方、事務部のご協力もあり、達

成されたある程度達成されたが、91.7％となった。

担任や学年会、外部機関とこまめに連絡をとりあうことで、生徒の変化に気

づき、支援につなげることができた。清掃時間中の放送による意識づけや、

保健委員による清掃用具の入れの定期点検を実施し、生徒が清掃に取り組

みやすい環境を整えることができた。安全点検はICTを使うことで入力がし

やすくなった。

・今年度からSSWの巡回相談が始まったが、

先生方への周知が不足していると感じた。

・保健室の様子や長欠の生徒について、先生

方に情報共有を行う。

・掃除中の放送や掃除用具の点検については

継続して行いたい。

・4月の職員会議でSSWの先生の紹介の機会を設け

る。

・運営委員会の後に長欠の生徒や保健室の様子につ

いて情報共有。

・掃除道具の整備。

・清掃箇所の生徒人数のアンケートをおこなう

・先生方が外部機関とスムーズに連携できる環境

を整える

・時間いっぱい生徒が掃除をする環境を整える

A

外部機関との連携は大切です。今後も相談しやすい環境をお願いしたい。

保護者への案内も継続してお願いしたい。

舎務

寮生として規則を守れていない。 適切な指導ができていない。 規則を徹底させる。

複数回、規則を理解するための会を設ける

関わる大人の人数を増やす。 達成目標50％

B

安心して生活ができるよう、個別面談等を通して信頼関係を構築してほしい。

産技

〇資格取得の推進については、目標とした１年生農業技

術検定３級合格1/3以上については達成できなかった

（5/29）。工業コースでは３年生の生徒が１名第1種電気

工事士に合格することができた。また、２年生の計算技術

検定（5/7）、パソコン利用技術検定（6/7）、危険物乙種

第4類３名の合格者がでた。

〇課題研究充実のため外部との連携を、各コース取り組

んでいる。

〇全員受験での合格率の向上は、なかなか難しい取り組みであると考える。

その資格に興味・感心のある生徒のみでの受験合格率は高くなる傾向にあ

る。

〇課題研究については、植物・動物・工業コースともに外部との連携（寺本

果樹園・県畜産部・愛香園など）との連携が引き続き行われた。

〇合格率向上のために、受験者を希望者のみ

にすることも考えられるが、全員が受験するこ

との意義は大きいため、従来通りの全員受験

とする。

〇外部連携については引き続き継続していき

たい。

〇農業技術検定の全員受験は引き続き継続すること

とし、さまざまな資格にて受験者増と合格者増を目指

すため、積極的に生徒へ資格情報を提供する。

〇課題研究の充実のため、外部との連携をさらに発展

させる。また、農業クラブのプロジェクト発表県大会な

どへも引き続き参加する。

〇農業技術検定３級合格1/3以上。

〇課題研究における外部連携３件以上。

A

資格取得は将来につながることなので、今後も続けてほしい。

産業技術科だからできる、そんな魅力を発信していただきたい。

〇地域の産業や

文化に関心をも

ち、地域や社会に

貢献しようとする

人を育てる

1年部 B

様々な中学校から入学してきているので、勉強面も大事ですが、精神面が満た

されるような指導をお願いしたい。

2年部

①

・ある程度、学年として学習に対する前向きな意識は確立

されており、自主的な家庭学習が習慣化してきてしている。

・一方、詳細に見ると、クラスや個人単位では、学習習慣の

定着にばらつきがある。

②

・普通科の総合探求を個人探究にしていただいたことによ

①

・Classiを活用した学習時間調査と、それに伴う担任からの声掛け。

・各教科担当からの丁寧な指導。

・産業技術科生徒の学習習慣への働きかけが不足していたこと。

②

・担任と魅力化担当等でこまめに総探の伴走にあたったこと。

・一部生徒の人間関係のもつれや問題行動があった。

①

・学習時間調査記入の徹底。

・担任、教科担当等からの丁寧な働きかけ。

・産業技術科生徒への、教科を超えた具体的

な課題の設定。

②

・自主的な学習から主体的な学習への移行。大量の

課題をこなす段階から、自ら考え自ら学ぶ時間の確保

をできるよう、課題の質・量を工夫する。

・Classiへの学習時間入力を習慣化する。

・進路指導部・各教科と協力し、各クラスの課題の量

を調整する。

・産業技術科の学習時間平日平均1.5時間

・Classi学習時間入力の自立化（担任が声をか

ける前に）

・気になる生徒への個人面談。プラスのフィード

バックを与えるとともに、気にかけていることを意

識づける。

A

進学希望者が多いので、科の垣根を越えて、しっかりフォローをしていただきた

い。「国公立進学コース」「私立進学コース」など。

3年部

「矢上高校に入学して良かった」について、生徒の４２．

６％が否定的な意見の一方、保護者は８７．１％が肯定的

な意見である。

否定的な意見が多数出たのは、教員から常時指導があった服装、身だしな

み、身の回りの美化、学校行事でのルール縛りを窮屈に感じたからだと考え

る。

また、一部の人権侵害になるような暴言や態度に不安を持っていた生徒の

思いもあると思われる。

３年生で一番大切な目標は進路実現達成の

ために、安全安心な学習環境を整える。生徒

が不平不満を訴えてもルール規範を守らせる

指導をする。一方、人権侵害になるような暴言

や態度に対しては、実情を把握した上て毅然

と対応する。

朝礼、終礼時を利用した机の周りの整理整頓の呼び

かけ。

共通の基準による身だしなみ指導。

人間関係のトラブル、学校のルール厳罰化（生徒の感

覚）の訴えには、対話し、安心を与えられるよう努力す

る。

生徒全員の進路実現。

A

「この高校でよかった」と卒業時に思えるような学校づくりを継続していただき

たい。

B

恒常的に予算不足が続くのであれば、予算から見直し、会費を増やすことも検

討してみてはどうか。生徒の教育活動に影響が出ないように、保護者とともに

考えてもらうと良いと思う。

事務部

①・旅費、需用費が恒常的に不足し、効率的な執行に事

務部として苦慮

・教員も一定の理解はあるものの必要と考える予算を制

限され疑問・苦慮

②・チャット等も活用しながら情報発信・協力依頼を実施

・今年度は電話対応や業者支払いルール等を教員に明示

し協力依頼

・施設破損・修繕依頼は連携良好

①・一要因として分掌等ごとに配分調査実施しているが、配分後の追加要

望等あり

・予算枠が年度末までに執行されないと、他事案へ回せず不用額となって非

効率

・特に旅費が恒常的に不足、需用費から流用し執行

②・チャットの活用だけでなく、相対でコミュニケーションをとるようにしている

ので一定程度理解が得られているのではないか

①・旅費は全県的に予算不足で他校も苦慮し

ているが、担当部署に現状を訴え予算要望

・効率的な執行について配分調査の方法、計

画的な執行の徹底

②・チャット等も活用しながら情報発信・協力

依頼（継続）

・相対のコミュニケーションを更に重視し緊密

に連携する

①・県庁担当部署に旅費現状説明、予算要望実施

・配分調査2回実施の検討

・配分枠の見直し等（追加要望に備え予備枠の割合

を増やす等）の検討

②・積極的で前向きなわかりやすい情報発信、協力依

頼

・教員の依頼に対しても相対のコミュニケーションを更

に重視、主訴を汲み取り改善に全力を尽くす

①教職員の肯定的評価67％を75％以上

②教職員の肯定的評価76％を85％以上


